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令和７年４月１日 

江戸川区小岩第三中学校 

進路学習指導部 

 

令和７年度 小岩第三中学校 評価・評定について 

 

 各教科担任は、年間指導計画を年度当初に立てて、その計画に基づいて授業計画を練り、学習指導を行いま

す。そして、各生徒が教科担任の設定する学習目標に対し、どれくらい理解し、身についているかを割合で評

価します。その方法についてお知らせ致します。 

 

【評価について】 

各教科で単元ごとに目標を設定し、観点別に評価します。各教科で≪知識・技能≫≪思考・判断・表現≫

≪主体的に学習に取り組む態度≫の３つの観点が設定されています。 

それぞれの観点は、学期ごとに同じ比重で設定しています。学習目標に対する各生徒の到達度により、評

価を付けます。その基準は、下の通りです。 

 

 

 

 

 

【評定について】 

単元ごとの観点別評価を総合して、各学期に下表の通り 5段階の評定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意点》 

○ 観点別評価が、すべてＡであっても評定が４になることがあります。(評価Ａの基準は８０％以上です

が、評定 5の基準は 90%以上であるためです。) 

○ 観点別評価が、すべて Bである場合は必ず３になります。 

○ 観点別評価が、すべてＣであっても評定は１と２の場合があります。 

＜評価・評定の例＞（ ）内の％は、到達度を表しています。 

 Aさん Bさん Cさん 

評価 評定 評価 評定 評価 評定 

知識・技能 Ａ(82％) 
４ 

(82%) 

Ａ(97%) 
５ 

(90%) 

Ｂ(78％) 
３ 

(78%) 
思考・判断・表現 Ａ(80％) Ｂ(78％) Ｂ(79％) 

主体的に学習に取り組む態度 Ａ(84％) Ａ(95％) Ｂ(77％) 

                             

 通知表は、生徒の学校生活の実態や成長の様子を保護者の皆さまにお伝えするものです。学校とご家庭と

で、協力して継続的にお子さまの成長のために使う１つの参考資料となります。終業式の日に配布されまし

たら、よくご覧いただき、学校での学習成果や生活について一緒に考え、お子さまのやる気を引き出すよう

ご活用ください。 

 

 

評 価 目標に対する到達度の割合 

Ａ：十分に満足できると判断されるもの ８０％ ～ １００％ 

Ｂ：おおむね満足できると判断されるもの ５０％ ～８０％未満 

Ｃ：努力を要すると判断されるもの ５０％未満 

評 定 目標に対する到達度の割合 

５：十分満足でき、特に程度が高いもの ９０％ ～ １００％ 

４：十分に満足できると判断されるもの ８０％ ～ ９０％未満 

３：おおむね満足できると判断されるもの ５０％ ～ ８０％未満 

２：努力を要すると判断されるもの ２０％ ～ ５０％未満 

１：一層の努力を要すると判断されるもの ２０％未満 


